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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第92期

第３四半期
連結累計期間

第93期
第３四半期
連結累計期間

第92期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (百万円) 163,572 164,658 233,107

経常利益 (百万円) 18,726 15,904 27,048

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 12,867 3,786 17,922

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 21,301 9,487 25,521

純資産額 (百万円) 190,201 199,082 194,420

総資産額 (百万円) 247,346 271,342 258,037

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 149.09 43.88 207.67

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 76.5 73.0 74.9
 

 

回次
第92期

第３四半期
連結会計期間

第93期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

(円) 64.85 △28.96
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２　売上高には、消費税等は含まれていない。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載していない。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はない。

 また、主要な関係会社についても異動はない。
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第２ 【事業の状況】

「第２　事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示している。

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はない。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当グループが判断したものである。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間の当グループを取り巻く環境は、企業収益の改善等を背景に企業の設備投資は緩やか

に増加し、また、公共投資も底堅く推移しているものの、原材料価格の高騰など先行き不透明であり、依然として

厳しい状況で推移した。

このような情勢のもと、当グループは建設事業においては民間発注工事の受注確保に努め、製造・販売事業にお

いては、建設廃棄物のリサイクルなどの循環型事業に継続的に取り組むことにより、販売数量の確保及び採算性の

維持に努めてきた。

当第３四半期連結累計期間の受注高は1,778億９千５百万円（前年同期比0.2％増）、売上高は1,646億５千８百万

円（前年同期比0.7％増）、営業利益は155億８百万円（前年同期比15.3％減）となった。また、経常利益は159億４

百万円（前年同期比15.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は37億８千６百万円（前年同期比70.6％減）

となった。

なお、当グループは、連結会計年度の売上高における下半期の売上高の割合が大きくなるといった季節的変動が

ある。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりである。

(建設事業)

建設事業の当第３四半期連結累計期間の受注工事高は1,217億３千２百万円（前年同期比0.2％増）、完成工事高

は1,081億２千５百万円（前年同期比0.8％増）となり、営業利益は85億２千１百万円（前年同期比10.0％減）と

なった。

(製造・販売事業)

製造・販売事業の当第３四半期連結累計期間のアスファルト合材及びその他製品売上高は561億６千３百万円（前

年同期比0.3％増）となり、営業利益は99億９千万円（前年同期比15.8％減）となった。

(その他)

当第３四半期連結累計期間のその他売上高は３億７千万円（前年同期比15.8％増）となり、営業利益は５千万円

（前年同期比38.6％減）となった。
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(2) 財政状態の分析

①　資産の部

流動資産は、前連結会計年度末に比べ21億６百万円減少し、1,500億１千９百万円となった。これは主に、回

収による受取手形・完成工事未収入金等の減少によるものである。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ154億１千２百万円増加し、1,213億２千２百万円となった。これは主

に、時価の上昇に伴う投資有価証券の増加及び退職給付に係る資産の増加によるものである。

以上の結果、資産合計は前連結会計年度末に比べ133億５百万円増加し、2,713億４千２百万円となった。

②　負債の部

流動負債は、前連結会計年度末に比べ56億７千３百万円減少し、417億６千８百万円となった。これは主に、

納税による未払法人税等の減少によるものである。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ143億１千７百万円増加し、304億９千２百万円となった。これは主

に、独占禁止法関連損失引当金の増加によるものである。

以上の結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ86億４千３百万円増加し、722億６千万円となった。

③　純資産の部

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ46億６千１百万円増加し、1,990億８千２百万円となった。これは主

に、その他有価証券評価差額金の増加によるものである。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はない。

なお、当社は平成28年８月に東京都、東京港埠頭株式会社若しくは成田国際空港株式会社が発注する舗装工事

又は国土交通省が発注する東京国際空港に係る舗装工事に関する独占禁止法違反の疑いで、同年９月にアスファ

ルト合材の製造販売業者が共同して、神戸市及びその周辺地域において供給するアスファルト合材の販売価格の

引上げを決定している疑いで、平成29年２月に全国において販売するアスファルト合材の販売価格の引上げ等を

決定している疑いで、それぞれ公正取引委員会の立入り検査を受けた。

当社としては、公正取引委員会の調査について全面的な協力を継続するとともに、法令遵守の一層の徹底に取

り組み、早期の信頼回復に努めていく。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は３億６千２百万円である。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 193,000,000

計 193,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 94,159,453 94,159,453
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は1,000株である。

計 94,159,453 94,159,453 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項なし。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項なし。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成29年10月１日～
平成29年12月31日

― 94,159,453 ― 19,350 ― 23,006
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
― ―

普通株式 7,737,000
(相互保有株式)

― ―
普通株式 247,000

完全議決権株式(その他)
普 通 株
式　　

85,740,000 85,740 ―

単元未満株式
普 通 株
式　　

435,453 ― ―

発行済株式総数 94,159,453 ― ―

総株主の議決権 ― 85,740 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、次の株式数が含まれている。

　(1) 自己保有株式数

前田道路株式会社所有 184株
 

　(2) 相互保有株式数

東海アスコン株式会社所有 105株
 

 

② 【自己株式等】

平成29年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
前田道路株式会社

東京都品川区大崎
１丁目11番３号

7,737,000 ― 7,737,000 8.22

(相互保有株式)
東海アスコン株式会社

愛知県豊橋市石巻平野町
字日名倉37番地

247,000 ― 247,000 0.26

計 ― 7,984,000 ― 7,984,000 8.48
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項なし。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載している。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けている。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 43,407 42,819

  受取手形・完成工事未収入金等 44,187 ※１  39,255

  有価証券 44,375 44,420

  未成工事支出金等 7,296 11,748

  その他 12,956 11,863

  貸倒引当金 △97 △88

  流動資産合計 152,126 150,019

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物・構築物（純額） 16,446 16,598

   機械・運搬具（純額） 12,776 11,970

   土地 49,510 51,085

   その他（純額） 1,741 3,146

   有形固定資産合計 80,474 82,799

  無形固定資産 1,063 1,017

  投資その他の資産   

   投資有価証券 20,341 28,907

   退職給付に係る資産 － 6,662

   その他 4,031 1,936

   貸倒引当金 △0 △0

   投資その他の資産合計 24,372 37,506

  固定資産合計 105,910 121,322

 資産合計 258,037 271,342

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 26,655 ※１  25,916

  未払法人税等 5,627 1,649

  未成工事受入金 3,929 5,872

  賞与引当金 3,177 1,602

  引当金 482 381

  その他 7,569 6,345

  流動負債合計 47,441 41,768

 固定負債   

  退職給付に係る負債 14,289 4,383

  独占禁止法関連損失引当金 1,241 19,295

  その他 644 6,813

  固定負債合計 16,175 30,492

 負債合計 63,616 72,260
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 19,350 19,350

  資本剰余金 23,343 23,343

  利益剰余金 151,380 150,413

  自己株式 △4,782 △4,796

  株主資本合計 189,291 188,311

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 5,847 11,796

  為替換算調整勘定 △117 △155

  退職給付に係る調整累計額 △1,706 △2,003

  その他の包括利益累計額合計 4,022 9,637

 非支配株主持分 1,105 1,133

 純資産合計 194,420 199,082

負債純資産合計 258,037 271,342
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 163,572 164,658

売上原価 137,883 141,849

売上総利益 25,688 22,809

販売費及び一般管理費 7,379 7,301

営業利益 18,309 15,508

営業外収益   

 受取利息 60 17

 受取配当金 297 353

 その他 176 118

 営業外収益合計 534 489

営業外費用   

 その他 118 93

 営業外費用合計 118 93

経常利益 18,726 15,904

特別利益   

 固定資産売却益 70 174

 独占禁止法関連損失引当金戻入額 139 415

 事業構造改善費用戻入益 279 －

 厚生年金基金代行返上益 － 16,687

 退職給付制度改定益 － 429

 その他 24 40

 特別利益合計 514 17,747

特別損失   

 固定資産除却損 187 124

 独占禁止法関連損失引当金繰入額 － 19,226

 その他 35 42

 特別損失合計 222 19,392

税金等調整前四半期純利益 19,018 14,259

法人税等 6,091 10,388

四半期純利益 12,926 3,870

非支配株主に帰属する四半期純利益 58 83

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,867 3,786
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 12,926 3,870

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 1,814 5,951

 為替換算調整勘定 △187 △37

 退職給付に係る調整額 6,747 △297

 その他の包括利益合計 8,375 5,616

四半期包括利益 21,301 9,487

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 21,242 9,401

 非支配株主に係る四半期包括利益 58 86
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理している。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれている。

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

受取手形 －百万円 9百万円

受取手形裏書譲渡高 － 1,089

支払手形 － 19
 

　

○　受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

 12,992百万円 12,009百万円
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

○　売上高の季節的変動

　

前第３四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成

29年４月１日　至　平成29年12月31日)

　

当グループは、連結会計年度の売上高における下半期の売上高の割合が大きくなるといった季節的変動がある。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

である。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日)

減価償却費 5,000百万円 5,247百万円

のれんの償却額 119 105
 

　

(株主資本等関係)

　

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

　

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 4,753 55 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項なし。
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当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

　

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 4,753 55 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項なし。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

　

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

建設事業
製造・
販売事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 107,274 55,977 163,251 320 163,572 － 163,572

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

42 17,822 17,864 482 18,347 △18,347 －

計 107,316 73,800 181,116 802 181,919 △18,347 163,572

セグメント利益 9,465 11,859 21,324 81 21,406 △3,096 18,309
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース業務、保険代理業務及びコ

ンサルタント業務等を含んでいる。

２　セグメント利益の調整額△3,096百万円には、セグメント間取引消去△11百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△3,084百万円が含まれている。なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費である。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
　

当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

　

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

建設事業
製造・
販売事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 108,125 56,163 164,288 370 164,658 － 164,658

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

43 19,089 19,132 467 19,599 △19,599 －

計 108,168 75,252 183,420 837 184,258 △19,599 164,658

セグメント利益 8,521 9,990 18,512 50 18,562 △3,054 15,508
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース業務、保険代理業務及びコ

ンサルタント業務等を含んでいる。

２　セグメント利益の調整額△3,054百万円には、セグメント間取引消去△17百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社費用△3,037百万円が含まれている。なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費である。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりである。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日)

１株当たり四半期純利益 149.09円 43.88円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する
四半期純利益

(百万円) 12,867 3,786

普通株式に係る親会社株主に
帰属する四半期純利益

(百万円) 12,867 3,786

普通株式の期中平均株式数 (千株) 86,306 86,299
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載していない。
　

(重要な後発事象)

該当事項なし。

　

２ 【その他】

該当事項なし。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月７日

前田道路株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   髙　　尾　　英　　明   ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   川　　村 　　　　敦　 ㊞

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている前田道路株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、前田道路株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

(注) １. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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